
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】人間の乳首に類似する形状であるにも拘わらず

、乳頭部がいびつにならずに乳幼児の吸啜窩に密着フィ

ットさせることができ、また、蠕動様運動中に乳頭部が

密着するのを防止することができる哺乳瓶用人工乳首を

提供する。

【解決手段】先端に液体飲料の流出孔を有する乳頭部と

、前記乳頭部と連続し、前記乳頭部より大径且つ厚肉の

胴部３とを備え、可撓性を有する材質で形成され、前記

乳頭部は、乳幼児Ａの上唇Ａ１が前記胴部３に接触した

状態において乳幼児の歯茎部が当たる部位又はその近傍

の内周壁に、前記乳頭部が扁平して上側乳頭部と下側乳

頭部とが密着するのを防止するためのリブ６を設けたこ

とを特徴とする。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 に 液 体 飲 料 の 流 出 孔 を 有 す る 乳 頭 部 と 、 前 記 乳 頭 部 と 連 続 し 、 前 記 乳 頭 部 よ り 大 径 且
つ 厚 肉 の 胴 部 と を 備 え 、 可 撓 性 を 有 す る 材 質 で 形 成 さ れ 、
　 前 記 乳 頭 部 は 、 乳 幼 児 の 上 唇 が 前 記 胴 部 に 接 触 し た 状 態 に お い て 乳 幼 児 の 歯 茎 部 が 当 た
る 部 位 又 は そ の 近 傍 の 内 周 壁 に 、 前 記 乳 頭 部 が 扁 平 し て 上 側 乳 頭 部 と 下 側 乳 頭 部 と が 密 着
す る の を 防 止 す る た め の リ ブ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 乳 頭 部 の 内 周 壁 の 周 方 向 に 沿 っ て 前 記 リ ブ を 設 け る こ と に よ り 、 前 記 リ ブ で 囲 ま れ る
楕 円 形 の 開 口 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 。
【 請 求 項 ３ 】
乳 幼 児 の 上 唇 が 接 触 す る こ と に よ り 乳 幼 児 の 口 腔 内 へ の 前 記 乳 頭 部 の 適 正 な 挿 入 深 さ を 確
保 す る た め の 膨 出 部 を 前 記 胴 部 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 哺 乳
瓶 用 人 工 乳 首 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 胴 部 は 上 側 が 下 側 よ り も 厚 肉 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記
載 の 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 乳 頭 部 は 、 前 記 リ ブ と 前 記 乳 頭 部 の 付 け 根 と の 間 に お い て 上 下 側 が 左 右 側 よ り も 薄 肉
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 乳 幼 児 の 授 乳 に 用 い ら れ る 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 乳 幼 児 の 吸 啜 運 動 に よ る 授 乳 は 、 乳 幼 児 の 上 顎 の 吸 啜 窩 （ 窪 み ） に 乳 首 が 位 置 し た 状 態
で 、 乳 幼 児 の 舌 の 蠕 動 様 運 動 に よ っ て 乳 首 を 根 元 か ら 先 端 に 向 け て 絞 る こ と に よ り 行 わ れ
る も の で あ り 、 か か る 授 乳 動 作 は 乳 首 が 乳 幼 児 の 上 顎 の 吸 啜 窩 に 密 着 す る こ と に よ り 可 能
と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 乳 幼 児 の 吸 啜 運 動 を 容 易 に す る た め に 、 乳 頭 部 を 大 き く 偏 心 さ せ る こ と に よ っ
て 該 乳 頭 部 を 吸 啜 窩 に ス ム ー ズ に 入 り 込 ま せ る こ と が で き る 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 が 提 案 さ れ
て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 人 工 乳 首 は 、 人 間 の 乳 首 と は 異 な る 形 状 と な る の で 、 乳 幼 児 に 違 和
感 を 与 え 、 ま た 、 乳 頭 部 が 吸 啜 窩 に フ ィ ッ ト し な い こ と が 多 く 、 乳 首 部 が 吸 啜 窩 に 押 し 付
け ら れ て 乳 首 部 の 上 側 と 下 側 と が 密 着 し て 乳 頭 部 が 扁 平 と な り 、 乳 首 部 内 が 真 空 状 態 に な
っ て 授 乳 が で き な く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 蠕 動 様 運 動 に よ る 液 体 飲 料 の 流 通 が ス ム ー ズ に 行 わ れ る よ う に 逆 止 弁 を 備 え た 哺
乳 瓶 用 人 工 乳 首 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 か か る 人 工 乳 首 は 、 人 間 の 乳 首 に 類 似
す る 形 状 に す る こ と が で き 、 更 に 、 弾 力 性 に 富 む 材 質 で 形 成 す れ ば 、 乳 頭 部 を 吸 啜 窩 に 入
り 込 ま せ る こ と は 可 能 に な る が 、 乳 頭 部 の 形 状 が い び つ に な っ て 円 滑 な 蠕 動 様 運 動 を 阻 害
す る と い う 問 題 が あ り 、 ま た 、 乳 幼 児 の 吸 啜 窩 に 乳 頭 部 を 密 着 さ せ 難 い と い う 問 題 が あ り
、 更 に 、 逆 止 弁 の 弁 口 が ス リ ッ ト 形 状 に な っ て い る の で 、 弁 口 が 塞 が っ て 乳 首 部 内 が 真 空
状 態 に な る と 、 授 乳 が で き な く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ２ ７ ８ １ ２ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 人 間 、 特 に 授 乳 期 の 母 親 の 乳 首 に 類 似 す る 形 状 で あ る に も 拘 わ ら ず
、 乳 頭 部 が い び つ に な ら ず に 乳 幼 児 の 吸 啜 窩 に 密 着 フ ィ ッ ト さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 蠕
動 様 運 動 中 に 乳 頭 部 が 密 着 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 を 提 供 す る こ
と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 研 究 を 重 ね て 完 成 さ れ た も の で あ る 。
１ ． 本 発 明 に 係 る 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 は 、 先 端 に 液 体 飲 料 の 流 出 孔 を 有 す る 乳 頭 部 と 、 前 記
乳 頭 部 と 連 続 し 、 前 記 乳 頭 部 よ り 大 径 且 つ 厚 肉 の 胴 部 と を 備 え 、 可 撓 性 を 有 す る 材 質 で 形
成 さ れ 、 前 記 乳 頭 部 は 、 乳 幼 児 の 上 唇 が 前 記 胴 部 に 接 触 し た 状 態 に お い て 乳 幼 児 の 歯 茎 部
が 当 た る 部 位 又 は そ の 近 傍 の 内 周 壁 に 、 前 記 乳 頭 部 が 扁 平 し て 上 側 乳 頭 部 と 下 側 乳 頭 部 と
が 密 着 す る の を 防 止 す る た め の リ ブ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 を 提 供 す
る 。
２ ． 前 記 乳 頭 部 の 内 周 壁 の 周 方 向 に 沿 っ て 前 記 リ ブ を 設 け る こ と に よ り 、 前 記 リ ブ で 囲 ま
れ る 楕 円 形 の 開 口 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 前 記 １ に 記 載 の 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 を 提 供
す る 。
３ ． 乳 幼 児 の 上 唇 が 接 触 す る こ と に よ り 乳 幼 児 の 口 腔 内 へ の 前 記 乳 頭 部 の 適 正 な 挿 入 深 さ
を 確 保 す る た め の 膨 出 部 が 前 記 胴 部 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 前 記 １ 又 は ２ に 記 載 の 哺
乳 瓶 用 人 工 乳 首 を 提 供 す る 。
４ ． 前 記 胴 部 は 上 側 が 下 側 よ り も 厚 肉 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 １ か ら ３ の い ず れ か に
記 載 の 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 を 提 供 す る 。
５ ． 前 記 乳 頭 部 は 、 前 記 リ ブ と 前 記 乳 頭 部 の 付 け 根 と の 間 に お い て 上 下 側 が 左 右 側 よ り も
薄 肉 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 を 提 供 す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 本 発 明 に よ れ ば 、 乳 頭 部 と 、 前 記 乳 頭 部 と 連 続 し 、 前 記 乳 頭 部 よ り 大 径 且 つ 厚 肉 の 胴
部 と を 備 え 、 可 撓 性 を 有 す る 材 質 で 形 成 さ れ 、 前 記 乳 頭 部 は 、 乳 幼 児 の 上 唇 が 前 記 胴 部 に
接 触 し た 状 態 に お い て 乳 幼 児 の 歯 茎 部 が 当 た る 部 位 又 は そ の 近 傍 の 内 周 壁 に 、 前 記 乳 頭 部
が 扁 平 し て 上 側 乳 頭 部 と 下 側 乳 頭 部 と が 密 着 す る の を 防 止 す る た め の リ ブ を 設 け た の で 、
前 記 リ ブ が 形 成 さ れ た 部 分 の 前 記 乳 頭 部 の 腰 が 強 く な る こ と に よ り 、 前 記 リ ブ と 前 記 胴 部
と の 境 界 部 分 の 前 記 乳 頭 部 が 、 授 乳 時 に 乳 幼 児 の 舌 の 圧 力 が 前 記 乳 頭 部 に 加 わ っ て ス ム ー
ズ に 変 形 す る こ と に よ り 、 前 記 乳 頭 部 の 形 状 が い び つ に な る こ と な く 前 記 乳 頭 部 を 吸 啜 窩
に 入 り 込 ま せ る こ と が で き 、 円 滑 な 蠕 動 様 運 動 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 最 近 の 調 査 に よ り 、 乳 幼 児 の 吸 啜 窩 の 幅 及 び 深 さ は 乳 幼 児 の 成 長 に よ っ て も 変 化
が み ら れ な い こ と が 判 明 し た の で 、 上 述 の よ う に 前 記 乳 頭 部 が 前 記 境 界 部 分 で 確 実 に 曲 が
っ て 吸 啜 窩 に 入 り 込 ま せ る よ う に す れ ば 、 前 記 乳 頭 部 を 吸 啜 窩 に 合 わ せ た 大 き さ に 設 定 す
る だ け で 乳 幼 児 期 に 最 適 な 授 乳 を 行 う が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 リ ブ は 、 上 側 乳 頭 部 と 下 側 乳 頭 部 と の 間 の ス ペ ー サ ー と し て 機 能 し 、 蠕 動 様 運 動
中 に 前 記 乳 頭 部 の 上 側 乳 頭 部 と 下 側 乳 頭 部 と が 密 着 し て 前 記 乳 首 部 内 が 真 空 状 態 に な る の
を 防 止 す る こ と が で き 、 人 の 乳 首 と 類 似 し た 形 状 に し て も 安 定 的 な 授 乳 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 乳 頭 部 の 内 周 壁 の 周 方 向 に 沿 っ て 前 記 リ ブ を 設 け る こ と に よ り 、 前 記 リ ブ で
囲 ま れ る 楕 円 形 の 開 口 部 を 形 成 す れ ば 、 前 記 リ ブ の 存 在 す る 部 分 の 前 記 乳 頭 部 の 腰 の 強 さ
を 乳 頭 部 の 全 周 に わ た っ て 発 揮 さ せ る こ と が で き 、 上 述 の 効 果 を 更 に 確 実 な も の と す る こ
と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 乳 幼 児 の 上 唇 が 接 触 す る こ と に よ り 乳 幼 児 の 口 腔 内 へ の 前 記 乳 頭 部 の 適 正 な 挿 入
深 さ を 確 保 す る た め の 膨 出 部 を 前 記 上 側 胴 部 に 形 成 す れ ば 、 乳 頭 部 を 的 確 に 吸 啜 窩 に 位 置
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 胴 部 の 上 側 が 下 側 よ り も 厚 肉 に す れ ば 、 前 記 胴 部 の 下 側 が 上 側 よ り も 伸 び 易
く な っ て 前 記 乳 頭 部 が 更 に 上 向 き 易 く な り 、 ま た 、 前 記 乳 頭 部 は 、 前 記 リ ブ と 前 記 乳 頭 部
の 付 け 根 と の 間 に お い て 上 下 側 が 左 右 側 よ り も 薄 肉 で あ る よ う に す れ ば 、 前 記 乳 頭 部 は 、
左 右 側 で サ ポ ー ト さ れ た 状 態 で 上 向 く こ と が で き 、 前 記 乳 頭 部 は 不 用 意 に 横 向 き に な る の
を 防 止 で き 、 そ の 結 果 、 前 記 乳 頭 部 を 乳 幼 児 の 吸 啜 窩 内 に 的 確 に 入 り 込 ま せ る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
図 １ は 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 １ の 実 施 形 態 の 斜 視 図 、 図 ２ は 同 実 施 形 態 の 背 面 図 、 図 ３ は 同 実
施 形 態 の 縦 断 面 図 、 図 ４ は 同 実 施 形 態 の 横 断 面 図 、 図 ５ は 使 用 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 １ は 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 ポ リ ウ レ タ ン ゴ ム 等 の ゴ ム 素 材 を 射 出 成 型 等
の 成 形 法 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 人 工 乳 首 １ は 、 乳 頭 部 ２ と 、 乳 頭 部 ２ に 連 続 す る 椀 状
の 胴 部 ３ と 、 乳 頭 部 ２ 及 び 胴 部 ３ の 間 の 境 界 部 ４ と 、 胴 部 ３ の 周 縁 部 に 形 成 さ れ る 取 り 付
け 部 ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 乳 頭 部 ２ は 、 胴 部 ３ に 連 設 さ れ る 乳 頭 本 体 部 ２ １ と 、 乳 頭 本 体 部 ２ １ の 先 端 に 設 け ら れ
る ド ー ム 部 ２ ２ を 備 え て い る 。 ド ー ム 部 ２ ２ の 頂 部 に は 乳 口 ２ ３ が 設 け ら れ 、 乳 口 ２ ３ は
ド ー ム 部 ２ ２ の 頂 部 に 十 字 に 切 込 み を 入 れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 乳 頭 部 ２ の 内 周 壁 の 全 周 方 向 （ 乳 頭 部 を 横 断 す る 方 向 ） に 沿 っ て リ ブ ６ を 設 け 、 該 リ ブ
６ に よ っ て 楕 円 形 の 開 口 部 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 リ ブ ６ が 設 け ら れ る 位 置 は 、 乳 幼 児 の 上
唇 が 胴 部 ３ に 接 触 し た 状 態 に お い て 乳 幼 児 の 歯 茎 部 Ａ ４ が 当 た る 部 位 又 は そ の 近 傍 の 内 周
壁 で あ り 、 好 ま し く は 、 乳 幼 児 の 上 唇 が 胴 部 ３ の 膨 出 部 ３ ３ ａ （ 後 述 す る ） に 接 触 し た 状
態 に お い て 乳 幼 児 Ａ の 歯 茎 部 Ａ ４ が リ ブ ６ と 膨 出 部 ３ ３ ａ の 根 元 の 間 で 該 根 元 の 立 ち 上 が
り に 近 い 部 分 に 位 置 し 得 る よ う に 、 膨 出 部 ３ ３ ａ の 根 元 の 立 ち 上 が り 部 位 か ら 所 定 距 離 だ
け 乳 口 ２ ３ の 側 へ 離 れ た 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 乳 頭 部 ２ の 乳 頭 本 体 部 ２ １ の 左 右 両 側 部 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ の 厚 さ は 全 長 に 亘 っ て 同 じ 寸 法
に な る よ う に 設 定 さ れ 、 乳 頭 本 体 部 ２ １ の 上 下 両 側 部 ２ １ ｃ ， ２ １ ｄ の 厚 さ は 乳 頭 本 体 部
２ １ の 先 端 側 に 行 く ほ ど 徐 々 に 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 乳 頭 本 体 部 ２ １ は 、 リ ブ ６ と 乳 頭 本 体 部 ２ １ の 付 け 根 と の 間 に お い て 乳 頭 本 体 部 ２ １ の
上 下 両 側 部 ２ １ ｃ ， ２ １ ｄ の 厚 さ よ り も 左 右 両 側 部 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ の 厚 さ を 大 き く し て い
る 。 こ れ に よ っ て 乳 頭 部 ２ は 、 乳 頭 本 体 部 ２ １ の 左 右 両 側 部 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ に よ っ て サ ポ
ー ト さ れ た 状 態 で 上 向 く こ と が で き 、 乳 頭 部 ２ が 乳 幼 児 の 口 腔 内 で 横 向 き に な る の を 防 止
で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 リ ブ ６ の 形 状 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 図 ８ の よ う な 形 状 と す
る こ と も で き る 。 図 ８ （ ａ ） は リ ブ ６ を 乳 頭 部 ２ の 中 心 軸 を 避 け て 配 設 す る こ と に よ り 乳
頭 部 ２ が 扁 平 し て も 液 体 飲 料 は 乳 頭 部 ２ の 中 央 部 を 流 れ る よ う に し た も の で あ り 、 同 図 （
ｂ ） は リ ブ ６ を 中 央 が 盛 り 上 が る よ う に 形 成 す る こ と に よ り リ ブ ６ の 両 側 方 へ の 拡 が り を
抑 え て 、 液 体 飲 料 の 流 路 面 積 を 狭 め な い よ う に し て い る 。 ま た 、 同 図 （ Ｃ ） は リ ブ ６ に 縦
長 の 孔 ６ ｃ を 設 け 、 乳 頭 部 ２ の 扁 平 に 伴 っ て 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 孔 ６ ｃ が 拡 が る よ う に
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し て 液 体 飲 料 の 流 路 面 積 を 確 保 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 胴 部 ３ は 、 上 側 胴 部 ３ ａ が 山 形 状 の 膨 出 部 ３ ３ ａ の 存 在 に よ っ て 下 側 胴 部 ３ ｂ よ り も 厚
さ が 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ 、 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 下 側 胴 部 ３ ｂ の 下 側 水 平 部 ３
１ ｂ か ら 境 界 部 ４ と ほ ぼ 同 じ 厚 さ で 長 寸 法 の 傾 斜 部 ３ ２ ｂ を 連 設 し て 該 傾 斜 部 ３ ２ ｂ の 終
端 を 境 界 部 ４ と 連 続 さ せ る 一 方 、 上 側 胴 部 ３ ａ の 上 側 水 平 部 ３ １ ａ か ら 境 界 部 ４ と ほ ぼ 同
じ 厚 さ で 短 寸 法 の 傾 斜 部 ３ ２ ａ を 連 設 し て 該 傾 斜 部 ３ ２ ａ の 終 端 を 境 界 部 ４ と 連 続 さ せ て
い る 。 ま た 、 図 ３ の よ う に 上 側 胴 部 ３ ａ よ り も 下 側 胴 部 ３ ｂ の 方 を 深 く し て し っ か り と く
わ え ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 取 り 付 け 部 ５ は 、 胴 部 ３ の 周 縁 部 に 形 成 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ５ ａ と 、 フ ラ ン ジ 部 ５ ａ の 下
面 に 形 成 さ れ る 突 状 部 ５ ｂ と 、 フ ラ ン ジ 部 ５ ａ の 一 部 に 設 け ら れ る 空 気 弁 ５ ｃ と を 備 え て
い る 。 空 気 弁 ５ ｃ は フ ラ ン ジ 部 ５ ａ の 下 面 に 袋 状 に 形 成 さ れ て お り 、 切 れ 目 部 （ 図 示 せ ず
） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 人 工 乳 首 １ は 、 母 親 の 乳 首 と 同 様 に 平 た く 伸 び る よ う に 設 定 さ れ 、 胴 部 ３ の 上 側
胴 部 ３ ａ を 含 む 胴 部 ３ 全 体 に よ っ て 人 工 乳 首 １ の 伸 長 を 助 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 人 工 乳 首 １ の 使 用 方 法 お よ び そ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 、 人 工 乳 首 １ を 哺 乳 瓶 に 取 り 付 け る た め に 、 哺 乳 瓶 の 開 口 部 に フ ラ ン ジ 部 ５ ａ を 嵌
め 込 み 、 フ ラ ン ジ 部 ５ ａ を 哺 乳 瓶 と そ の キ ャ ッ プ と の 間 で 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 乳 幼 児 Ａ 口 腔 内 に 人 工 乳 首 １ を ふ く ま せ 、 哺 乳 瓶 の 底 部 が 人 工 乳 首 １ よ り も 上 側
に 位 置 す る よ う に 傾 け た 状 態 で 授 乳 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 胴 部 ３ の 膨 出 部 ３ ３ ａ の 傾 斜 面 に 乳 幼 児 Ａ の 上 唇 Ａ １ が 接 触 し て 乳 頭 部 ２ の 位
置 決 め が 行 わ れ る こ と に よ り 乳 幼 児 Ａ の 口 腔 内 に 乳 頭 部 ２ が 適 正 な 深 さ で 挿 入 さ れ 、 こ の
状 態 で 乳 幼 児 Ａ が 乳 首 部 ２ を 舌 Ａ ２ で 軽 く 押 し 上 げ れ ば 、 リ ブ ６ と 乳 頭 本 体 部 ２ １ の 付 け
根 と の 間 の 乳 頭 本 体 部 ２ １ 及 び 境 界 部 ４ が ス ム ー ズ に 変 形 す る こ と に よ り 、 乳 頭 部 ２ の 形
状 が い び つ に な る こ と な く 乳 頭 部 ２ を 吸 啜 窩 Ａ ３ に 入 り 込 ま せ る こ と が で き 、 円 滑 な 蠕 動
様 運 動 を 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 厚 さ 寸 法 と の 関 係 で 胴 部 ３ の 下 側 胴 部 ３ ｂ が 上 側
胴 部 ３ ａ よ り も 伸 び 易 く な っ て い る こ と か ら も 、 乳 頭 部 ２ が 容 易 に 上 向 い て 乳 幼 児 の 吸 啜
窩 Ａ ３ に 収 ま る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 乳 幼 児 Ａ の 舌 Ａ ２ の 蠕 動 様 運 動 に よ っ て 図 ６ （ ｂ ） 及 び 図 ７ の よ う に 乳 頭 部 ２ が
扁 平 し て も 、 リ ブ ６ の 存 在 に よ っ て 乳 頭 部 ２ の 上 側 部 と 下 側 部 と が 密 着 す る の を 防 止 す る
こ と が で き 、 乳 頭 部 １ に 導 入 さ れ た 液 体 飲 料 の 流 れ が 遮 ら れ て 胴 部 ３ 内 に 滞 る の が 防 止 さ
れ 、 液 体 飲 料 は 乳 口 ２ ３ を 通 し て 乳 幼 児 Ａ の 口 腔 内 に 円 滑 に 送 出 さ れ る 。 な お 、 リ ブ ６ の
上 下 部 ６ ａ ， ６ ｂ は 図 ６ （ ｂ ） の よ う に 噛 み 合 わ な く て も 良 く 、 ま た 、 図 ７ の よ う に 噛 み
合 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 人 工 乳 首 の 形 態 及 び 寸 法 は 、 乳 幼 児 の 口 蓋 形 態 の 測 定 結 果 に 基 づ い て 決 定 さ れ る
。 ま た 、 乳 幼 児 を １ ， ２ か 月 児 群 、 ３ ， ４ か 月 児 群 、 ５ か 月 児 以 降 群 の ３ 群 に 分 類 し て 測
定 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ９ （ ａ ） は 乳 幼 児 の 口 蓋 の 平 面 図 で あ り 、 口 蓋 の 測 定 基 準 点 は 、 同 図 に 示 す よ う に 図
中 の 切 歯 乳 頭 部 で 歯 槽 頂 上 の 点 Ａ 、 乳 犬 歯 歯 槽 部 遠 心 壁 で 外 側 溝 (lateral sulcus)の 頂 点
Ｂ ， Ｂ ’ 、 歯 槽 弓 の 最 大 幅 径 と し て あ ら わ さ れ る 歯 槽 頂 上 の 点 Ｃ ， Ｃ ’ 、 上 顎 結 節 部 に 相
当 す る 歯 槽 の 最 後 縁 部 の 点 Ｅ ， Ｅ ’ で あ り 、 Ａ ， Ｅ ， Ｅ ’ の ３ 点 で 作 る 平 面 を 基 準 面 と し
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た 。 ま た 、 そ の 他 、 測 定 点 と し て Ａ 点 か ら Ｅ ， Ｅ ’ 上 に 垂 線 を 下 ろ し て 交 わ る 点 Ｆ 、 Ｃ －
Ｃ ’ 断 面 上 で 副 歯 槽 堤 か ら 口 蓋 正 中 方 向 へ 至 る 変 曲 点 Ｊ ， Ｊ ’ に つ い て も 測 定 し た 。 こ れ
ら の 基 準 点 及 び 測 定 項 目 か ら 各 測 定 点 間 の 長 径 及 び 幅 径 、 及 び 正 中 断 面 と 横 断 面 に お け る
回 帰 曲 線 を 求 め 、 平 均 的 吸 啜 窩 幅 、 口 蓋 最 深 部 ま で の 距 離 、 吸 啜 時 顎 運 動 な ど を 参 考 に し
て 人 工 乳 首 の 形 態 を 決 定 し た 。 図 ９ （ ｂ ） は Ｂ ， Ｃ ， Ｅ 断 面 の 重 ね 合 わ せ で あ り 、 同 図 （
ｃ ） は 正 中 断 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ０ （ ａ ） は ３ 群 の 測 定 結 果 か ら 得 ら れ た 口 蓋 の 外 形 を 示 し 、 同 図 （ ｂ ） は 正 中 断 面
曲 線 を 示 す 。 口 蓋 長 径 で は 、 １ ， ２ か 月 児 群 を コ ン ト ロ ー ル す る と 、 Ａ － Ｃ Ｃ ’ 間 は 有 意
に 増 大 し 、 Ａ － Ｂ Ｂ ’ 、 Ａ － Ｅ Ｅ ’ 間 は 変 化 が 認 め ら れ な か っ た 。 口 蓋 幅 径 で は 、 Ｂ Ｂ ’
、 Ｃ Ｃ ’ 、 Ｍ Ｍ ’ 間 は 有 意 に 増 大 し 、 Ｅ Ｅ ’ 間 は 変 化 が な く 、 ま た Ｊ Ｊ ’ 間 も 変 化 が 認 め
ら れ な か っ た 。 口 蓋 の 深 さ は 、 成 長 に よ る 変 化 は ほ と ん ど 認 め ら れ な か っ た 。 歯 槽 最 前 面
か ら 最 深 点 ま で の 水 平 距 離 は 、 １ ， ２ か 月 児 は 平 均 １ ６ ． １ ｍ ｍ 、 ３ ， ４ か 月 児 は 平 均 １
６ ． ５ mm、 ５ か 月 児 以 上 は 平 均 １ ７ ． ０ ｍ ｍ で あ り 、 各 群 の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ ず 、
全 体 の 平 均 値 は １ ６ ． ６ ｍ ｍ で あ っ た 。 そ の 吸 啜 窩 も 各 群 間 で 差 は 認 め ら れ ず 、 被 験 児 ３
９ 名 の 平 均 値 は １ ６ ． ９ ｍ ｍ で あ っ た 。 総 筋 活 動 量 に 対 す る 各 筋 活 動 の 割 合 は 乳 房 哺 乳 群
と ほ と ん ど 差 が 認 め ら れ な か っ た が 、 総 筋 活 動 量 は 小 さ い 傾 向 が 認 め ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の 結 果 か ら 人 工 乳 首 の 寸 法 を 次 の よ う に し た 。 す な わ ち 、 乳 頭 部 ２ の 横 断 面 に お け
る 寸 法 は 、 最 大 外 径 Ｒ １ を １ ５ mm、 乳 頭 部 ２ の 根 元 部 か ら 最 大 外 径 部 ま で の 距 離 Ｌ １ を １
６ ｍ ｍ 、 乳 頭 部 ２ の 先 端 部 か ら 最 大 外 径 部 ま で の 距 離 Ｌ ２ を ７ ． ５ ｍ ｍ 、 リ ブ ６ が 形 成 さ
れ た 部 位 か ら 最 大 外 径 部 ま で の 距 離 Ｌ ３ を ８ ｍ ｍ 、 乳 頭 部 ２ の 根 元 部 の 内 径 Ｌ ４ を １ ３ ｍ
ｍ 、 リ ブ ６ の 上 部 ６ ａ と 下 部 ６ ｂ と の 間 の 距 離 を ５ ｍ ｍ に そ れ ぞ れ 設 定 し た （ 図 ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 乳 頭 部 ２ の 縦 断 面 に お け る 寸 法 は 、 外 径 寸 法 Ｒ ２ を １ ５ ｍ ｍ 、 外 径 寸 法 は 乳 頭 部
２ の 全 長 に 亘 っ て 同 じ と な る よ う に 設 定 し 、 乳 頭 部 ２ の 根 元 部 の 内 径 Ｌ ６ を １ ２ ． ４ ｍ ｍ
に 設 定 し た （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 か か る 寸 法 の 人 工 乳 首 を 用 い て モ ニ タ ー 調 査 を 行 っ た と こ ろ 、 ２ ０ 名 中 、 １ ２ 名 が す ぐ
に 慣 れ 、 １ ２ 名 が 飲 み や す そ う と 回 答 し 、 １ １ 名 が リ ズ ミ カ ル に 飲 み 、 １ ３ 名 が 飲 み こ ぼ
し が 少 な く な り 、 ６ 名 が 飲 む 量 が 多 く な り 、 げ っ ぷ は ４ 名 が 少 な く な っ た と 回 答 し 、 全 体
的 に 良 い 方 向 に 変 化 を 示 し た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 の 使 用 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 実 施 形 態 の 乳 頭 部 が 扁 平 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 実 施 形 態 の リ ブ の 実 施 形 態 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） は 乳 幼 児 の 口 蓋 で 平 面 図 、 （ ｂ ） は Ｂ ， Ｃ ， Ｅ 断 面 の 重 ね 合 わ せ で あ り 、
（ ｃ ） は 正 中 断 面 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ ａ ） は １ ， ２ か 月 児 群 、 ３ ， ４ か 月 児 群 、 ５ か 月 児 以 降 群 の ３ 群 の 口 蓋 の 外
形 、 （ ｂ ） は 正 中 断 面 曲 線 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ 　 　 　 哺 乳 瓶 用 人 工 乳 首
２ 　 　 　 乳 頭 部
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３ 　 　 　 胴 部
３ ａ 　 　 上 側 胴 部
３ ｂ 　 　 下 側 胴 部
３ ３ ａ 　 膨 出 部
４ 　 　 　 境 界 部
５ 　 　 　 取 り 付 け 部
６ 　 　 　 リ ブ
Ａ 　 　 　 乳 幼 児
Ａ ３ 　 　 吸 啜 窩

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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